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一般演題　C　測定法B（in　vivo）

200．断層シンチグラフィーにおける三次元分

　　　解能とその最適化
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　斜並行多孔型コリメータとベッドとを同期して回転さ

せ，少しずつ角度を変えて撮影したシンチグラムを，被

写体中のある面の像が丁度重なるように，重ね合わせて

像を作る方式の断層シンチグラフィーにおける三次元分

解能とその最適化にっいて，理論的考察を行った．ホー

ルの傾斜角をθ，ベッドの回転半径をRとすると，シン

チレータの発光面と横断面との距離は，R／tanθで与え

られる．横断面内の点線源に対するイメージ　（PSFs）

の半値幅を（FWHM）cとする．横断面からdhだけず

れた面内の点線源のイメージ（PSFt）はPSFsの中心

が半径dh・tanθの円周上を一回転した場合の移動平

均イメージとして得られる．このようなリング状のボケ

により，点線源のイメージの中心濃度が，横断面内点線

源のイメージのそれのi／2に減少するずれを深さ方向の半

値幅（FWHM）dと呼ぶことにすると，それは（FWH

M）c／tanOで規定される．三次元分解能の指標として，

直径（FWHM）c，高さ（FWHM）dの円筒の体積を傾

斜角θの関数としてもとめると，ホールの直径が一定の

場合，それはcos20・sinOに逆比例する．したがって，

この分解体積を最小にする傾斜角・・Plま・・s－1魔

で与えられる，

　PSFsを軸対称と仮定した場合，そのフーリエ変換で

与えられるModulation　Transfer　Functionを波数レ

の関数としてMTFs（レ）とすると，横断面からdhだ

けずれた面内の点線源のイメージのフーリエ交換MTFt

（v）はMTFs（レ）・Jo（2πレ」htanθ）で与えられる．

ただしJo（x）は第一種ゼロ次ベッセル関数を表わす．

201．断層シンチグラムの研究

　　　一方法の検討，ならびにTransmission

　　　　　Scinti－temograms一
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　断層シンチグラムの方法は，X線断層撮影法と同じく

断層面以外の像は運動によりボカして消去し，逆に断層

面上の像のみをそのまま残すものである．断層シンチグ

ラムは，病変と周囲組織とをそれぞれ分離して表示し，

重複描写像の解析に有用である．

　〔研究目的〕重複描写像の分離効果を増すとともに，

障害となる重複像を有効に消去するための方法，とくに

コリメータの種類ならびに運動方式について検討する，

また，Transmissionシンチグラムの方法を断層に応用

し，その臨床利用の可能性を論ずる．

　〔研究方法および結果〕装置としては大型シンチ・カ

メラ（15％一インチNaI結晶装備）を使用した．

　従来の傾斜多孔コリメータを廻転させる方法では断層

面以外のボケ像は輪状像として表わされる．断層効果を

高めるにはボケ像の面積を拡大する必要があるが，輪状

像よりもスキャン方式による矩形像の方がボケ像の拡大

が可能である．スキャン方式のボケ像を作成する方法と

して，コンバージング・コリメータおよびピンホール・

コリメータをスキャン移動方式の臥台と組合せるとよい

が，このための装置を試作し，実験および臨床的利用に

供した．

　Transmission　Scinti－tomogramsは線源を体外に置

き，γ線のTransmissionを利用して断層シンチグラム

を行うもので，X線断層撮影と同一の方法とも考えられ

る．しかし，得られる情報がデジタル化されており，断

層像の量的解析が可能であるなどの特徴を有するもの

で，これらの臨床利用の可能性を論ずる．
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